
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s

a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｒ
Ｊ
対
話
の
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

梅
崎 

薫 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
越
谷
市
平
方
千
八
百
九
十
二
番
地
三
十
六 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
修
復
的
正
義
（
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ 

以
下
、

Ｒ
Ｊ
と
略
す
）
の
理
念
「
地
域
か
ら
誰
も
排
除
し
な
い
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

広
く
一
般
市
民
を
対
象
に
、
家
族
や
親
し
い
周
囲
の
人
々
と
の
間
で
損
な
わ
れ
た
関
係
を
正
し

築
き
直
し
、
お
互
い
を
尊
重
し
て
話
し
合
う
「
Ｒ
Ｊ
対
話
の
会
」
を
通
し
て
、
そ
の
関
係
の
回

復
を
支
援
す
る
。
修
復
的
正
義
の
理
念
を
普
及
啓
発
し
、
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
必
要
な
成
年
後
見
事
業
を
実
施
し
て
、
特
に
、
弱
い
立
場
に
お
か
れ
や
す
い
障
が

い
や
病
気
を
も
つ
人
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
な
ど
の
権
利
擁
護
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。 

 


